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2)肋vivoに お い て は 動 槻 γoの 場 合 に く らべ,結

合 率 お よび不 活 性 化率 は低 く,再 生率 は高 い。

3)PC-Gお よび合 成Penicillinは 血 清 蛋 白分 画 中大

部 分 はAlbuminと 結 合 す る。

4)PC-Gに く らべ 合成Penicillinは 概 し て結 合 率r

再 生 率 お よ び不 活 性 化 率 と もに高 値 を示 す 。

(28)細 菌性 赤痢 菌保 菌者 の噺 合成 ペ

ニシ リンrViccillin」 に よる治

療

戸 谷 徹 造 ・山 中 敏 樹

名古屋市立東市民病院伝染科

私共は新合成ペニシリソ 「Viccillin」を用いて細菌性

赤痢患者10例,(感 性菌患者0例,耐 性菌患者6例),

赤 痢菌保菌者13例(感 性菌保菌者7例,耐 性菌保菌者

6例),計23例 の治療を行なつた。

之等患者よりの検出菌型は3a9例,2a5例,var.

Y4例,2b2例,1b,varOX,Sanne各1例 で耐性

菌患者及び保菌者よりの検 出菌はいつれも多剤耐性菌で

あつた。

Viccillin(以 下.Vic.と す る)使 用方 法初回500～

ユ,000mgを 投与 し以後毎6時 間毎に250～500mg宛4

日間投与 し1ク ールとした。Vic.投 与後解熱 に要 した

日数は1～2日 で,便 回数の正常化に要 した日数は2～

3日,便 性の回復に要 した日数は3～4日 で良好な結果

を示 した。排菌の停止を服薬中に認めたものは患者では

総てに認めたが服薬終了後1例 に再排菌を認めたものが

あつた(6目 目)。又保菌者では13例 中1例 にのみ持

続排菌があり,2例 に再 排 菌 があつた(4M臼,8日

目)。之等後排菌のあつた例はTC;TAO等 を用い治癒

したo

即 ちVic.治 療による持続排菌は1例4.3%,再 排菌

3例13.0%,計4例17.3%で あつた。しかして之等

後排菌検出に普通SS培 地 とCM加SS培 地を私共は

用いているので普通SS培 地のみでは再排菌を1例4.3

%に 認めたのみで他は何れもCM加SS培 地 に よつ

て検出したものであつた。之を耐性菌症例につき常用赤

痢治療剤と比較するときCM　 43.　x%nTC36.9%,KM

25.9,%,Nztrofuran34.5%に 比 し&3%で 極 めて良

い結果を示した。

次に厚生省腸内細菌研究班 の 方 法 に 従つてHeart-

Inf　usionAgar平 板を用い画線法により標準菌株9株 及

び耐性菌株16株 につき1C.抵 抗性を検査 した処いつ

れ も6.25mcgld1以 下で発育を阻止 した。

以上今回の治療成績は試験管内試験とよく一致し今日

の赤痢治療剤として有効なものと云える。

〔質問〕 奥 山 宣 夫(大 阪市大白羽外科)

z)Vicciilinの 赤痢菌に対す る臨床成績において,

有効無効を定める判定基準は何であるか。

2)Viccillinを 使用す る とき水に難溶性であるが,

溶媒は何を使つたか。その溶媒による影響は如何である

かo

〔回答〕 戸 谷 徹 造(名 市立東市民病院)

1)今 日の赤痢では持続排菌または再排菌等,服 薬終

了後の排菌の有無をもつて使用薬剤の効果判定を行なっ

てよい と思 う。

2)厚 生省腸内細菌研究班の方法に従がつ て 行 な っ

たo

(29)2～3の 薪合成ペ ニ シ リンの皮

膚科領域に於 ける治験

伊 藤 文 利

岡大皮膚科

岡 山地 方 に 於 け る皮 膚科 外 来患 者 で 膿 皮 症 患 者 病 巣 よ

り分 離 したCoagulase陽 性 黄 色 ブ菌114株 の 耐 性 獲得

の状 態 を述 べ た。 そ の結 果PCの 受 感 性 は28%し か認

め なか つ た。 そ れ で も尚 各 病 院 でPCが 使 用 され て い る

現 在sPCを 少 しで も改 良 して生 体 内 で の 有 効 性 を 期待

す る傾 向 が生 れ て来 た。 それ に呼 応 して 登 場 して 来 た合

成PCで あ るDimethaxyphenyl-PC,Nlethylphenyl-

isoxazoly1-PC,Phenoxypropyl-PC,AminobenzyレPC

に つ い て 伽uitro,Znび 勿0で の抗 菌 力,臨 床 効 果 を検

索 した が,い つ れ も従 来 のPC製 剤 に比 して 優 れ て い

た。 尚,内 服 に際 して副 作 用 と思 わ れ る もの は 僅 に 胃 腸

症 状 の み で あ つ た。 しか し,PG-GとFhenoxyethyl-FG

と の交 叉 性 感 作 が皮 内 反応 で 陽性 に 認 め ら れ て い る現

在,上 記 の合 成PCに もあ り うる こ とが 想 像 され る。

(30)皮 膚 科領 域 に おけ るDaimeton

の治験

谷奥喜平 。伊藤文利 ・荒田次郎

岡山大学皮膚科

1.健 康成人2人 つつの8群 に分け,投 与方法を変え

て血申濃度の時間的経過を観察 した。内服群,静 注群,

静注後内服群について,そ の血中濃度のピー クは 異 る

が,持 続性の点では似たような結果を示 した。

2.各 種サルファ剤の血清蛋白結合率を,セ ロファソ

パツク透析法により測定した。ダイメトンはr低 い方に

属 しているがrこ のことはアレルギー性疾患の起 づにく
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い で あろ うこ とを暗 示 して い る よ うに 思 わ れ る。

3.ア プ シー ドとのcrossｩverstudyで は,持 続 性

の 点 で,ダ イ メ トソが優 れ て い た。

4.ダ イ メ トンの各 種 膿 皮 症 に おけ る治 験 で7例 中5

例 に有 効 で あ つ た。 特 記 す べ き副 作 用 は 認 め なか つ た 。

(31)薪 抗生物質RifamycinSVに

関す る細菌学的研究

山本郁夫 ・中 沢 昭 三

東京大学伝染病研究所

山岸由紀子 ・牟田茂保 ・本間達子

丸 山 尭 ・赤塚信子

京都薬科大学微生物学教室

1.抗 菌 スペ ク トラ ム及 び抗 菌 力

Rifamycinは グ ラ ム陽性 菌 並 び に グ ラ ム陰 性 の 球 菌

・群 に0 .1～4.00G　 mcg/mlの 低 濃 度 で 発 育 を 阻 止 す る◎

グ ラ ム陰 性 桿 菌,医 真 菌 群 に は50nlcg/m1以 上 で 無 効

で あ る。

2.患 者 分 離 の 病 原 ブ ドウ球 菌 約100株 に 対 す る感 受

性

東 大 伝 染 病 研 究 所 附属 病 院検 査 室 に於 て1962年4月

以 降 分 離 され た 病 原 ブ ドウ球菌 約100株(既 知 薬 剤,単

剤,2剤,3剤,4剤,5剤 耐 性 株 並 び に受 受 性 株 を 含

む)に 対 す るRifamycinの 感 受 性 範 囲 は1.0～0.015

mcglm1で あ る。 多 くはo.062～o・031mcg/m1で あ つ

た が,感 受 性 の 鈍 い1　 mcg/mlが3株,o.5mcg/m1が

3株,o.25mcglm1が12株 存 在 した 。 既 知 抗 生 物 質 耐

性 株 に対 して も感 受 性株 と同一 の感 受 性 を示 した。

3.抗 菌 作 用 に 及 帳 す 諸 因子 の影 響

a)血 清 に よる影 響

10%添 加 で は 全 く影 響 は な く,25%,50%添 加 に よ

りS如 助.aureusの 抗 菌 力 はo.012　 mcg　jmlよ り0,　02f

mcglm1と な る程 度 で,そ の 影 響 は 少 い。

b)培 地pHの 変 化 に よる影 響

余 り抗 菌 力 の 変 化 は 認 め られ な い。

C)溶 液 の 安 定 性

100mcg/mlの 溶 液 に つ い て5℃ 及 び37℃ で10日

澗 保存 した場 合 の抗 菌 力 の変 化 を 調 べ た 。 そ の 結 果3日

0ま で は全 く抗 菌 力 の減 少 は 認 め られ ず,3日 よ り5日 ま

で急 激 に減 少す る。 そ れ 以後10日 まで は ほ とん ど変 化

は な い。 この期 間5℃ と37℃ の 間 に 差 異 は 認 め られ な

い0

4.細 菌 発育 曲線 に 及 醸 す 影 響

標準保存のStapTi.auYeus209-P株 及 び患者より分

離のPC,TC,SM3剤 高度耐性株を使用してその発育

の当初及び対数期の初期,更 に途上で薬剤を添加 し,そ

の発育曲線の影響を観察した。その結果Rifamycinは

今迄の抗生物質に見 られなかつた新しい阻害作用型式を

有する抗生物質である事が判明した。即ち誘導期の初期

に添加すると誘導期の延長だけで対数期,定 常期の抑欄

作用のないタイプである。対数期の途中で添加すると溶

菌現象 と思われる曲線が得 られた。

5。 殺菌的作用

石炭酸係数測定法を応用 して実施 した結果,24時 間

判定では50万 倍稀探で25分 で陰性であ り,48時 問判

定では5万 倍稀釈で2.5分 で陰性 となる。対照のPheno1

は24時 間判定は非常に強い殺菌作用を有する。90倍 稀

釈で5分 で陰性であ り,48時 間 では80倍 であつた。

6.耐 性獲得状態

教室保存のStaph.aureus2a9-P株 及びS如 助Oarbus

の2株(既 知薬剤感受性)の15代 までの耐性上昇状況

はPC,或 はEMな どの場合と略 々同様な感である。次

に患者より分離のPC。TC,CP3i剤 高度耐性株2株 にっ

いては2代,3代,4代 と実に急激な上昇を示 した(SM

以上の急上昇)。 その為,教 室保存の209-P株 をPC,

SM,EM,TC,CP,KM}S剤 に それぞれ単独耐性化

せしめ,そ の各々耐性株についてRifamycin耐 性 獲得

状態を調べた結果,TC耐 性株が最も急激な上昇曲線を

次でCP耐 性株が急速に上昇 した。 しがしKM耐 性株

は全 く上昇を認めなかつた。

現在患老分離株の中でこれ ら単剤耐性株を求め,こ の

点更に究明中であるので次の機会に報告するっ

7.Rifamycin耐 性株に対する既知薬剤の感受性

試験管内での15代 耐性獲得株(64mcg/m1)に 対 す

るPC,SM,TC,CP,EM,KMの 感受性は原株(Ri-

fam.ycin感 受性株)の それと略々同一であつた。

〔追加〕 中 沢 昭 三(東 大伝研)

先に述べたRifamyeinの 細菌発育曲線の場合,誘 導

期のみが延長され,対 数期,定 常期の高 さなどに変化が

みとめ られないものには水銀剤,多 価フ山ノール類,逆

性石けんなどの他,化 学療法剤としてホモスル フ ァ ミ

ソ,一 トロフラソ誘導体などとこの型を示す もの が 多

い。抗生物質は大部分,誘 導期の延長作用の他に対照期

の抑翻作用を示す。なおサルファ剤は誘導期の延長作用

がなく,対 数期の抑制が主な作用型式である。非常に興

味ある抗生物質と思われる。
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(32)RifamycinSVの 基 礎 的研究 な

らび にそ の臨床 応 用

酒井克治 ・光吉 聖 。田中公一郎

中尾純一 ・金子 弘 ・奥山宣夫

岡本源八 。西村良一 ・原田 繁

宮口正美

大阪市立大学医学部第2外 科学教室

RifamycinSVはStreptamyces　 mediterrctneiの 産 生

ケ る抗 菌 性 抗 生 物 質RifamycinBを,弱 酸 性 の溶 液 で

処 理 し て作 られ た も ので あ る。 我 々は,種 々 の細 菌 に対

す るR.ifamycinSV感 性 を,Brainheartinf　 usion.agar

を もち い る寒 天 平 板4倍 稀 釈 法 に よつ て 調 べ てみ た 。 ブ

ドウ球 菌,溶 連 菌,肺 炎 球 菌 な ど の グ ラ ム陽 性 球 菌 は,

0・1mcg/m1以 下 の低 濃 度 で 発育 を 阻止 され る が,グ ラ

ム陰性 桿 菌 に 対 す る 最 小 発 育 阻 止 濃 度 は ,6.25mcglm1

以上 で あ つ た。

つ ぎ に,外 科 的感 染 症病 巣 か ら分 離 され た コ アグ ラ ー

ゼ陽 性 黄 色 ブ ドウ球菌129株 に つ い て,Rif　 amycinSV

感 性 を 調 べ て み る と,120株093%の 菌株 がo.4mcgl

m1以 下 の濃 度 で 発育 を阻 止 され た 。 対 照 と して もち い

た,ブ ドウ 球 菌209P株 の 最 小 発 育 阻 止 濃 度 は0.1

mcglmlで あ つ た。 これ ら129株 の ブ ドウ球 菌 のRifa-

mycinSV感 性 を,同 時 に 施 行 した 他 の 抗 生 物 質 に 対す

る感 性 と比 較 して み る と,Penicillin-Gに 対 し て は,

129株 中103株,79.9%が6.25mcg/m1以 上,Strepto-

mycinお よびTetracyciineに 対 して は,62株,48。1

0が25　 mcg　jm1以 上,　Chloramphenicolに 対 して は20

株,15.6%が25　 mcg　jml以 上,Erythromycinに 対 し

て は14株,10.9%が6.25mcg/m1以 上 の耐 性 分 布 を

示 す の に対 し,RifamycinSVで は,わ ず か に9株,7%

だ け が1.6　 mcg/ml以 上 の濃 度 で 発 育 を 阻 止 され た。 な

お,他 の抗 生 物 質 に高 度 の耐 性 を示 す5株 の ブ ドウ球 菌

に っ い て も,RifamycinSV感 性 を調 べ て み た が,す べ

てo.1mc9/m1以 下 の濃 度 で 発育 を 阻止 され,交 叉 耐 性

は 認 め られ なか つた 。 さ らに,患 者,医 師,君 護 婦 の鼻 筆

腔 内 か ら分 離 され た 貿 ア グ ラ ー ゼ陽 性 黄 色 ブ ド ウ 球 菌

107株 に つ い て,RifamycinSV感 性 を し ら べ てみ る

と,大 部 分 の 菌 株 が0,　 4　mcg　jm1以 下 の濃 度 で発 育 を阻

止 され た。 同 時 に お こ な つ た他 種 抗 生 物 質 に対 す る感 性

と比 較 して み る と,RifamycinSVと の 間 に交 叉 耐 性 を

認 め なか つ た 。

つ ぎに,A.ifamycinSV1圏 筋 注 後 の 血 中 濃 度 を ,ブ

ドウ球 菌209P株 を 検 定 菌 とす る重 層 法 に よつ て 測 定 し

て み た。 健 康 成 人 に,本 剤250　 mgま た は500mgを1

回 筋 注 した の ちの 血 中濃 度 を30分,1時 間,2時 間,

4時 間,6時 間 後 に測 定 した の で あ るが,25Q　 mg筋 注

後 は3例 の 平 均 値,50Q　 mg筋 注 後 は6例 の 平 均 値 であ

つ て,い ず れ も1時 間 後 に ピ ー ク値 を示 し,6時 間後 に

お い て も,な お0,015～0・133xncg1m1の 値 を示 した。

した が つ て,RifamycinSVを 臨 床 上 に応 用 す るに当 ・)

て は,1回250mg・ を,す くな くと も1日2回 また は3

回 以上 投 与 す る必要 が あ る と考 え られ る。

つ ぎ に,RifamycinSVを もち い た 臨 床 使 用成 績 に っ

い て述 べ る。RifamycinSVは1回25a　 mg,12時 闘

毎 に1日2園 智 筋 内 に筋 注 した。RifamycinSV投 与後

7日 間 以 内 にす べ て の 炎 症 症 状 の 消 退 した もの,ま たは

起 炎 菌 が完 全 に 消失 した もの を著 効,7臼 以 内 に 解 熱 し

て症 状 の好 転 した もの を有 効,症 状 の 変 化 を 認 め な かっ

た も の を無 効 とす る とs著 効3例,有 効5例,無 効2例

と い う成 績 で あ つ た。

症 例1は29才 の 男子 で,左 大 腿 切 断 創 に 難 治 性 の痩

孔 を形 成 し,創 液 か らは黄 色 ブ ドウ球 菌 が 分 離 され たo、

感 受 性 検 査 の 結 果Chl・ 「amphenic・1・E「yth「 ・myci駕
、

Staghcillinに 感 性 が あ り,こ れ ら の薬 剤 を4ヵ 月 にわ

た り使 用 した が,排 膿 が持 続 して 痩 孔 は 閉 鎖 し な か ρ

た◎ そ こで,創 を掻 爬 す る と と も に,RifamycinSVを

試 用 した。 な お,こ の 黄 色 ブ ドウ球 菌 のRifamycinSV

感 性 は,0.1　 mcg　f　mlで あ つ た。RifamycinSV投 与後,

創 よ りの 膿 性 浸 出 液 が 著 明 に減 少 し,10日 後 の 菌 検 索

で は 黄 色 ブ ドウ球 菌 が 検 出 され な くな つ た。

症 例2は35才 女 子 で,乳 房 切 断 術 後,黄 色 ブ ドウ球

菌 の 感 染 の た め,手 術 創 が 移 開 し て排 膿 が持 続 した症例

で,約40日 間 にわ た り,Chloramphenicolお よびZ'et-

racyclineを 投 与 さ れ た が 効 果 は な くrRif　 amycinSV

治 療 を お こな つ た◎ す なわ ち,1日0.595日 間投 与 後,

に は}排 膿 もな くな り創 は い ち じ る し く清 浄 化 された。

以上 の臨 床 例 の ほ か に 無 菌 的 手 術 を5け た7例 に,術 後

感 染 予 防 の 目的 でRifamycinSVを 使 用 した が,い ず

れ もそ の 目的 を 達 した。 しか しtRifamycinSVを 注射

され た全 症 例 と も}注 射 時,局 所 に 激 痛 を訴 え た のみ な

らず,注 射 部位 の痛 み は 約24～48時 間 つ づ くよ うで あ

る◎ この 点 はrさ らに 改 良 され な け れ ば な らな い と考 え

られ る。 そ の 他 の 副 作 用 を あ らわ した も の は な か つた。 ㌔

0〔質 問 〕 大 久 保 滉(関 西 医 大 内科)

他 の抗 生 物 質 で もAlbuminと 結 合 し な い で γ一Glo・

bulinと 結 合 す る もの が あ るか 。

〔回答 〕 荒 谷 春 恵(広 大 薬 理)

Rifa瓜ycinは 血 清 蛋 白 中Albuminと は 結 合 し難 く,

Globulinと くに γ 分 画 と結 合す る が,こ の こ とは 他 の

抗 生 物 質 と態 度 が異 な り・ 興 味 あ る 点 と思 う。
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(33)制 癌剤の組織培養に よる研究

(骨髄組織培養を中心 として)

河村謙二 ・北川司良 ・西村耕治

河村章治 ・中島正温 ・本山庸三

京都府立医科大学河村外科

手術療法と制癌剤との併用は,現 在の癌に対する有効

なる治療法の1つ であるが,制 癌剤の投与には白蜘球減

少とい う副作用の発現がある。それ故,吾hは 制癌剤の

骨髄に及ぼす影響に就てe先 に組織培養法を用いて各種

制癌剤を培地に直接添加 した際の骨髄細胞の増生状態を

報告したが,更 に今回家兎に一定量の制癌剤を経静豚的

に投与した時の骨髄に及ぼす影響に就て同様組織培養に

より考察を加えたので報告する。

まつ制癌剤の投与量及び投 与 方法であるが,fiespa-

minO.1mg/kg,及 び0,　2　mg/mを 連 日投与群とし夫々

の3倍 量のo.3　mg/kg,o.6mg/kgの 週2回 の間歓投与

群に分け,家 兎の耳 静豚より投与,Mitamycinも 同様

o.U4　mg　f　kg,o.08mg/kgの 連 日群 と,o、12mg/kg,

o.24mglkgの 間歓群に分け,合 計前者は15佃 間,後

者は5回 投与した◎その間,連 日末梢白血球数の変動を

観察すると共に,投 与終了後直ちに家兎大腿骨骨髄も無

菌的に と り出し,Hanke氏 塩類溶液に浮遊 させ家兎血

清加培地にて培養 し,そ の有核細胞数を継時的に算定,

同時),r粒 細胞のNeutral-rot及 びEosin色 素による

生体染色r墨 粒の貧喰能に就て観察した。

まず制癌剤投与時に於ける末梢白血球数の変動をみる

と,い ずれも規定量投与終了後にかな りの減少を認める

が,間 漱投与群の方が幾分減少が緩徐な傾向を示してい

るのがわかるo

また投与前後の末梢白血球の百分比をみた時,穎 粒白

血球とリンパ球の比,換 言すれば頼粒白血球のしめる割

合が,連 臼投与群に於てより以上に減少するのがみられ

るo

以上の様な末梢白血球の動向をみた際の骨髄機能の状

態をみるべ く吾々は前述の如き,骨 髄の浮遊培養法を用

い継時的に72時 間まで観察した。

まつ骨髄有核細胞数の増減に就てみると,両 群とも対

照に比し増殖能力の減退を示すも間歌群は連日群に比し

幾分発育抑制が軽度な傾向を示している。また薬剤に就

てもTespaminはMit◎mycin～ こ比 しより以上の抑欄

がみられ,殊 にTespamin連 日群は3時 間目にやや増

加の傾向を示す も直ちに漸減するのがみ られる。

次に骨髄細胞,特 に顎粒細胞の生体染色に就て観察し

た。即ち色素は臨基性色素Neutral-rot,酸 性色_　;　Eosin

を培地に0.01%の 濃度となるべ く培養時に添加,海 野

氏オブヂェクトグラスを用い維時的にとり出し,そ の染

色度を染色願粒の強 さにより0,1,2,3度 の4段 階に

分け細胞100箇 を数え,そ の平均染色度を算定 した。

まずNeutral-rot染 色 に就てみるとe両 薬剤とも連 日

群は対照に比 し,培 養3時 間目に高い平均染色 度 を示

し,早 期に観色の傾向を示す。一方間激群に於ては,対

照とほぼ同様に培養6時 間目に最高の染色性を示すも,

やは りこれ らも時間の経過と共に早期に槌色するのが認

められる。

またこの事は培養時間を経過して色素液を添加した時

の染色状態を観察するに,い ずれ も培養時聞の長いもの

程染色性が非常に高まる事がわかる。 しかしこの場合に

も同様,問 歓群の方が連日群に比 し染色慶の低い傾向が

み られる。この事からも前述の結果と一致するものであ

る・○

即ち細胞の機能旺盛なる状態に於ては色素染色をする

程度抑制的に働 らくものと考えられる。 これからして機

能の低下せるもの程高度に染色するのがわかる。一方早

期極色の点は,細 胞内の色素穎粒が早期に破壊されて行

く為に槌色して行 くと考えられる。

次にEosin染 色であるが,酸 性色素は塩素性色素に比

して骨髄細胞の生活機能の旺盛なるもの程e色 素をより

強力に摂取しない傾向があり,i換 言するならば 機 能 減

退,変 性に陥ち入つた時に色素穎粒の出現をはじめてみ

るのである。従つて両群とも対照に比 し時間の経過と共

に高度に染色する のが み られるが,連 日投与群,且 つ

Tespaminに よ り高度染色の傾向がみられる。

次に墨粒貧喰に就てであるが,こ れ も染色性と同様に

墨汁の粒子の量により0度 から3度 までの4段 階に分け

白血球100箇 を算定 し,そ の平均貧喰度を出した。対照

に於ては培養6時 間目で最高の貧喰度を示 し漸次減哀す

るのが見られるが,連 日群が間歓群に比 し約半分の貧喰

能しか有していない傾向がわかる。

以上制癌剤の投与による骨髄に及ぼす影響に就て組織

培養により考察 した。

即ち要約すれば連日投与方法は間激投与方 法 に比 し

て,亦 投与しない対照に比し骨髄細胞にかなりの機能障

碍をもた らしている事が,亦 薬剤についても同様Tespa-

minがMitamycinに 比 し障碍度が大なる傾向を有する

事が得られた。

なお今後,投 与終了後,時 間の経過と共に骨髄機能も

如何に回復されてい くか,亦 その他の薬剤についても考

察を加えて行きたい所存である。

〔追加〕 大久保 滉(関 西医大内科)

私 もアレルギー性穎粒球減少症について末梢穎粒球数



206 CHEMO「rHERAPY JULY1963

よりは骨髄中穎粒球数のほ うが予後に深い関係があるこ

とを認めており,骨 髄に関する検索が制癌剤についでも

重要と考える。

(34)実 験 的移植癌 の発育に及ぼす中

性子 の影響(第1報)

中 塚 正 行 ・山 中 康 光

谷 口昭 夫 ・荒 谷 春 恵

広島大学医学部薬理学教室

先に,お れわれは抗腫瘍性抗生物質ならびに放射性同

位元素の薬理学酌研究お よび該抗腫瘍作用とHarrnane

類 との伍用作用などにつ いても検討 し,興 味ある1,2

の 知見を得た。

ところで,今 回比較的 γ線の混在の少ない単純エネル

ギーの中性子発生装置が設置されたので,悪 性腫瘍の発

育な らびに抑制に関する研究の一端として,.実 験的移植

癌の発育に及擢す中性子の影響を検討した。

装置は東芝製T.(d,n)反 応 中性子発生装置でi動 物

をTargetを 中心に1分 間1回 転するCageに 挿入 し0

30,81お よび219radを 単独全身照射 した。

実験動物は体重209前 後 の雄i性dd系 マウスを用い,

EliRLICH腹 水癌は2×106腹 腔 内にi接種し,癌 細胞数

および臓器重量は接癌後10日 に検討した。

健常マウスに中性子30,81お よび219　rad(LD5。 の

1120～112.5)を 全身照射した場合の体重および臓器重量

を検討し,30日 間の観察で は死亡例は全 くなく,体 重

の消長にも著変ないが,対 照群に比し,照 射直後照射量

にほぼ比例して0過 性の減少 を しめした後,漸 次回復

し,そ の後r対 照群 よりも増加をみとめた。 そ の際の

肝,腎,脾,肺 および心重量は著変をみとめなかつたo

したがつて,こ のような線量では生存率,体 重および

臓器重墨にほとんど影響を与えないものとみとめた。

中性子30rad全 身照射接癌㌣ウス群のSD5⑥,腹 水貯

溜量,癌 細胞数および体重変化は接癌前日,接 癌後2,

4,6お よび8日 目照射群では,対 照群に比 しn Y。は

3.,　5～7.5日 延 長し,腹 水貯溜量は1～2　m1,癌 細胞数は

0.6～1.7×108と それぞれ減少 し,ま た,体 重はやや減

少する傾向をしめし,軽 度ながら鋼癌作用をみとめ,8

日後照射群でその傾向が大であつた。

81　rad照 射群ではSD50は2・75～9・5目 延長し,腹

水貯溜量は0.5～2m1,癌 細胞数は1.1～2×108と それ

ぞれ減少し,ま た,体 重はやや減少する傾向をしめし,

制癌作用をみとめ,SD50は6日 後照射群で著明に延長

しr細 胞数は8日 後照射群で薯明に減少した。

このような作用は30　rad照 射群に比しあきらかであ

つた0

219　rad照 射群ではSD5④ は2.5～12臼 延 長し,細 胞

数の著明な減少をしめし,ま た,体 重増加は著明に抑制

され,あ きらかな制癌作用をみとめrと くに,SD冨oは

2お よび4目 後照射の場合著明であつたo

このような作用は81rad照 射群に比 し,さ らにあぎ

らかであつた◎

その際の肝,腎,脾,肺 および心重量は,接 癌群では

健常群に比 し肝重量が増加 し,腎 重量はやや減少の傾向

をしぬし,こ れに中性子照射群では肝重量がやや回復の

傾向をしめしe脾 重量はあきらかに増加したo

以上のごとく,中 性子は実験的移植癌の発育をあきら

かに抑制 し,延 命効果をみとめ,あ きらかな制癌作用を

しめしたo

このような作用を照射線量お よび照射時期から比較検

討すると,細 胞数は線量の増加にしたがい減少し,癌 細

胞の発育の盛んな時期において著明な減少をしめし,な

お,前 日照射群に お い て も同一傾向をしめすが,SD首o

の延長は30rad照 射群では接癌後8貝 臼,81rad照 射

群では6日 後および219rad照 射群では4日 後において

peakを しめし,か ならずしも同一態度を しめさなかr=

たo

以上のことより,中 性子は制癌作用を有し,こ のよう

な作用は主としてr直 接作用により,加 えて,中 性子の

生体作用および接癌マウスの中性子感受性増大も関与す

るものと考え られるo




